
令和2年7月豪雨災害

球磨村からの報告



•九州 全体地図

球磨村

渡地区の鉄橋はSLひとよしの撮影ポイント

一勝地を下るラフティング



球磨村 被災状況
死者：25 名

渡 ：16名（千寿園14名）

一勝地： 6名

神 瀬 ： 3名

浸水面積：約70ha   

床上浸水：470件

床下浸水：20件

球磨川にかかる橋が 5本 流失
（支流の橋も 5本流失）

仮 設 住 宅：268棟（751名）

みなし仮設：90戸（246名）

現在、354世帯997名の方が
仮の住宅で生活している。
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大坂間地区

橋と家が流失

神瀬 堤岩戸地区

岩戸川の増水



島田地区

千寿園

渡小学校

茶屋地区

くま川下り
渡発船場

球磨村 渡 どぅぎゃん9月号より

被災前の球磨村渡地区



球磨川

球磨村 渡 どぅぎゃん9月号より

千寿園

渡小学校

くま川下り
渡発船場

島田地区

茶屋地区



排水ポンプ

排水ポンプ

導流堤

千寿園

渡小学校

あの日の豪雨では、早朝から浸水が始まりました

想定外の事態に既存の対策は全く役に立たず

その後、洪水は球磨川の堤防を軽々と越えてきました

排水ポンプ



住民が懸念していた堤防が低い箇所に水が集中し破堤

JR渡駅
国道219号

球磨川



午前２時から

住民が声を掛け合い

避難行動を開始したため

奇跡的に犠牲者なし！
被災直後

被災当日 9時38分

球磨村 渡

茶屋地区
球磨川の本流となっていた



自宅 村営住宅 平屋

屋根までの高さ 5m 10㎝

球磨村 渡

島田地区
朝は８時には床上2mまで水が



5時46分頃球磨村 渡 島田地区
小川が破堤、国道が川になっていた



渡小学校 運動場に小川の水が ５時56分

破堤した箇所



避難後 ますます水位が上がる ６時5５分

破堤した箇所



自宅の浸水状況 6時54分



屋根まで浸水した自宅 10時10分

球磨村 渡 島田地区
この光景の中、市房ダム緊急放流!?



千寿園駐車場に迫る小川からの水 5時48分

球磨村 渡

島田地区

破堤した箇所



球磨村 渡

島田地区
小川からの流木と泥

二階に避難するが、高齢者が犠牲に・・・



球磨村 渡

島田地区
救助に向かうラフトボート

12：50頃 千寿園へ

その際の水位は
胸の高さ

浮流物の上にいた
生存者２名を救出



西日本新聞の記事より

球磨村 渡

特別養護老人ホーム

千寿園

８時40分頃 1階が水没
2階の手前まで水が迫る

千寿園 1階フロア 水位は2ｍ近く

このラインが1階事務所の入り口最上部



自衛隊と一緒に救助活動する

ラフティングガイド

屋上から体調が悪化した

入所者を搬送した

球磨村 渡

特別養護老人ホーム

千寿園



球磨川の堤防樋門が開かず
翌日（7/5）午後になっても

湖と化したままの国道

球磨村 渡
冠水した国道219号

避難所のさくらドームまで

ボートでの移動を強いられ

救助作業の障害とっていた



ダムがあったら
本当に小川の氾濫は
防げましたか？

あの時の「緊急放流」は
絶望と理不尽さ への

怒りしかありませんでした

熊日令和2年熊本豪雨特別報道写真集より



熊日令和2年熊本豪雨特別報道写真集より

今回、これまでの治水対策は全く役にたなかった



「消える日本の自然」
鷲谷いづみ より

球磨村の山の悲惨な現状は

15年前に報道され

災害発生の懸念を指摘

しかし、

何も対策は施されなかった

現状も山の手入れは

追いついていない

川を守るのは

山ではないでしょうか･･･。

皆伐された山林｜小川上流の現状



「人間がどんなに想定しとっても自然はそれを超えてくる」

お聞きしたこの言葉は、被災者の心の叫びです。

今後、さらに気候変動が進むと
昨年のような災害は

どこでも起きる可能性が高いと考えます。

私達被災者の無念の思いを
絶対無駄にしないで下さい。


